
　

朝
霞
県
土
整
備
事
務
所

は
、
去
る
８
月
５
日
、
志

木
市
本
町
通
り
の
関
係
者

に
呼
び
掛
け
て
、
大
通
り

の
拡
幅
整
備
計
画
の
説
明

会
を
開
催
し
た
。
そ
の
計

画
は
、
本
町
大
通
り
の
富

士
道
入
口
交
差
点
か
ら
、

昭
和
新
道
交
差
点
の
先
ま

で
、
約
３
９
０
ｍ
の
区
間

を
拡
幅
し
、
交
差
点
ま
で

の
電
線
は
地
中
化
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
「
市
場
坂
上
」
の
バ
ス
停

か
ら
富
士
道
入
口
交
差
点

ま
で
の
区
間
（
市
場
通
り
）

約
２
５
０
ｍ
は
、
以
前
か

ら
道
路
幅
が
広
く
、
先
年

電
線
の
地
中
化
、
歩
道
の

整
備
が
行
わ
れ
て
、
一
挙

に
近
代
化
さ
れ
た
。
今
回

の
計
画
は
、
こ
れ
に
つ
づ

く
上
町
通
り
を
拡
幅
、
整

備
し
て
接
続
、
延
長
し
よ

う
と
い
う
も
の
。

　

上
町
に
入
っ
て
か
ら
の

本
町
通
り
は
、
旧
来
の
狭

い
車
道
、
歩
道
が
続
き
、

車
両
の
渋
滞
は
激
し
く
、

電
柱
な
ど
の
障
害
物
に

よ
っ
て
自
転
車
、
歩
行
者

の
通
行
は
困
難
を
き
わ
め

て
い
た
。
道
路
の
両
側
の

電
柱
か
ら
空
を
隠
す
よ
う

に
電
線
が
張
ら
れ
、
視
界

は
遮
ら
れ
て
き
た
。
譲
ら

な
け
れ
ば
、
自
転
車
や
歩

行
者
は
す
れ
違
う
こ
と
も

で
き
な
い
。

　

商
店
が
密
集
し
、
し
か

も
車
道
が
狭
い
の
で
、
こ

の
区
間
の
拡
幅
計
画
は
多
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地
域
の
活
性
化
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
か
ら

志
木
市
本
町
通
り
の
拡
幅
整
備
は
正
念
場
に

　

朝
霞
市
で
は
、

黒
目
川
周
辺
を

「
保
存
ゾ
ー
ン
」

（
都
市
に
お
け

る
農
産
物
の
供

給
・
防
災
機
能

を
も
っ
た
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
）

と
し
て
、
い
ま

ま
で
公
共
施
設

の
建
設
以
外
の

開
発
に
は
対
し

て
規
制
を
設
け

て
き
た
。
建
設

く
の
難
問
に
直
面
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

関
係
者
は
、
具
体
的
な
計

画
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

ず
、
つ
い
に
今
日
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。
今
回
の
計

画
は
、
敢
え
て
こ
れ
ら
の

課
題
に
立
ち
向
か
う
も
の

　

こ
の
事
務
所
は
、
埼

玉
県
県
土
木
整
備
部
の
出

先
機
関
で
、
朝
霞
市
、
志

木
市
、
和
光
市
、
新
座
市

の
四
市
を
所
管
す
る
。
地

域
密
着
型
の
事
務
所
と
し

て
、
私
た
ち
に
馴
染
み
深

い
役
所
で
あ
る
。

　

道
路
な
ど
の
整
備
、
維

持
管
理
お
よ
び
建
築
確
認

な
ど
を
取
り
扱
い
、
そ
の

業
務
の
内
容
は
地
域
の
イ

ン
フ
ラ
構
築
で
、
課
題
は

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

地
域
の
住
民
に
と
っ
て
特

に
大
き
な
関
心
の
対
象

は
、
道
路
整
備
、
河
川
改

修
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
の
業
務
の
情
報
は
、
し

ば
し
ば
各
市
の
境
界
に
ま

た
が
り
、
あ
る
と
き
は
越

え
る
の
で
、
各
市
の
広
報

な
ど
か
ら
は
得
ら
れ
な
い

場
合
が
少
な
く
な
い
。
そ

こ
で
本
事
務
所
で
は
、
市

民
と
の
距
離
を
縮
め
る
努

力
を
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
職

員
の
手
作
り
で
あ
る
こ
と
、

各
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

職
員
と
が
一
体
と
な
っ
て

道
路
の
清
掃
、
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
展
開
し
、
そ
の
状

況
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

も
公
開
さ
れ
て
い
る
。
地

域
に
下
り
て
き
て
、
市
民

の
活
動
を
支
援
す
る
と
い

う
頼
も
し
い
役
所
だ
。

　

こ
の
事
務
所
は
瀟
洒

な
平
屋
建
て
、
ガ
ラ
ス

張
り
の
建
物
で
、
東
上

線
の
電
車
が
朝
霞
台
駅

を
発
車
し
て
、
朝
霞
に

向
か
う
と
き
、
左
手
の

線
路
際
に
見
え
る
。

　

朝
霞
県
土
整
備
事
務

所
の
モ
ダ
ン
な
入
口

予
定
地
一
帯
は
「
市
街
化
調

整
区
域
」
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
都
市
計
画
法
上
で
「
市

街
化
を
抑
制
す
る
」
地
域
と

な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

私
有
地
で
あ
っ
て
も
原
則
と

し
て
開
発
は
認
め
ら
れ
な
い

は
ず
。
市
街
化
調
整
区
域
の

開
発
行
為
に
つ
い
て
、
例
外

的
な
事
例
は
あ
る
が
、
法
律

の
趣
旨
に
基
づ
け
ば
、
業
者

の
申
請
は
不
許
可
に
な
っ
て

し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

　

予
定
地
に
は
第
十
小
学

校
、
第
三
中
学
校
、
溝
沼
市

民
セ
ン
タ
ー
、
子
供
プ
ー
ル
、

児
童
館
、
保
育
園
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
子
供
や

老
人
が
利
用
す
る
施
設
が
数

多
く
、
通
学
路
、
憩
い
の
場

所
、
災
害
避
難
場
所
と
な
っ

て
い
る
。

　

業
者
の
開
発
行
為
等
事
前

審
査
の
申
請
が
去
る
７
月
に

市
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
知

り
、
地
域
の
環
境
団
体
な
ど

は
８
月
は
じ
め
、
開
発
申
請

者
で
あ
る
「
出
光
興
産
」
に

対
し
て
、
黒
目
川
の
環
境
に

関
す
る
質
問
状
を
送
り
、
再

考
を
求
め
た
。
近
隣
の
住
民

を
核
と
し
て
８
月
21
日
、
黒

目
川
周
辺
の
環
境
を
守
る
た

め
、「
環
境
と
街
づ
く
り
を

考
え
る
集
い
」
が
開
か
れ
、

事
業
者
で
あ
る
出
光
興
産
株

式
会
社
に
対
し
て
こ
の
計
画

の
撤
回
を
、
ま
た
朝
霞
市
に

対
し
て
は
「
計
画
的
な
街
づ

く
り
」「
住
民
の
福
祉
と
安

で
、
関
係
者
の
並
々
な
ら

ぬ
決
意
と
意
気
込
み
が
感

じ
ら
れ
る
。

　

昨
年
11
月
、
富
士
道
入

口
交
差
点
で
起
こ
っ
た
自

転
車
通
学
の
高
校
生
の
死

亡
事
故
は
、
こ
の
道
路
の

交
通
渋
滞
と
関
わ
る
悲
痛

な
事
件
で
あ
っ
た
（
本
紙

15
号
１
ペ
ー
ジ
「
オ
ピ
ニ

オ
ン
」
参
照
）。

　

県
土
整
備
事
務
所
の
担

当
者
に
よ
っ
て
工
事
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
説
明
さ
れ

た
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、

志
木
市
商
工
会
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
県
知
事
に
対
し
て
の

陳
情
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
背

景
に
は
、
地
域
の
方
々
の

並
々
な
ら
ぬ
活
動
が
原
動

力
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

こ
の
と
き
配
布
さ
れ
た
、

計
画
道
路
の
位
置
図
を
上

に
示
し
た
。

　

工
事
、
整
備
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
よ
る
と
、
間

も
な
く
現
況
測
量
が
は
じ

ま
り
、
概
略
の
道
路
設
計

に
つ
づ
い
て
用
地
測
量（
境

界
立
ち
会
い
）
に
入
る
。

　

平
成
17
年
度
に
用
地
の

買
収
の
個
別
交
渉
が
開
始

さ
れ
、
計
画
完
了
に
向
け

て
山
場
を
迎
え
る
。

　

続
い
て
道
路
の
詳
細
設

計
（
電
線
地
中
化
設
計
を

含
む
）、
電
線
地
中
化
工

事
、
歩
道
の
工
事
に
取
り

掛
か
る
が
、
現
在
の
と
こ

ろ
完
成
は
平
成
21
年
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
問
い
合

わ
せ
は
、
埼
玉
県
朝
霞
県

土
整
備
事
務
所
道
路
公
園

治
水
担
当
℡
・
０
４
８
‐

４
７
１
‐
４
６
６
１
。

　

計
画
道
路
は
、
県
が

進
め
て
い
る｢

都
市
計
画

道
路
中
央
停
車
場
線｣

の

一
部
に
当
た
っ
て
い
る

が
、
一
方
そ
の
東
端
部
分

で
は
、
先
年
志
木
駅
前
に

大
規
模
な
ビ
ル
、
駅
前
広

場
が
構
築
さ
れ
た
さ
い
、

黒目川周辺の環境は守られるか

こ
こ
か
ら
ユ
リ
ノ
キ
通

り
ま
で
の
拡
幅
、
電
線

地
中
化
が
行
わ
れ
、
完

成
す
る
日
は
遠
く
な

い
。
こ
れ
と
も
繋
が
れ

て
全
体
の
道
路
の
近
代

化
が
完
成
す
る
目
処
が

つ
い
て
き
た
。

全
」「
子
ど
も
た
ち
の
教
育

環
境
」
に
配
慮
し
、「
開
発

不
許
可
」
と
す
る
よ
う
求
め

た
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
。

図
は
計
画
地
域
の
略
図

新高橋から予定地を望む

自転車、歩行者の難所

ここから拡幅される

朝
霞
県
土
整
備
事
務
所

朝
霞
市
溝
沼
の

市
道
１
号
線
沿

い
に
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
な
ど

の
建
設
計
画



江
戸
時
代
末
期
に
幕
府
が

編
集
し
た
『
新
編
武
蔵
風

土
記
稿
』
に
も
旧
家
と
し

て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
左

内
は
そ
の
十
三
代
目
の

当
主
で
、
明
治
二
十
八

（
一
八
九
五
）
年
に
村
議
会

の
推
薦
に
よ
っ
て
村
長
に

推
薦
さ
れ
た
。
時
に
数
え

年
二
十
三
歳
。
以
後
、
昭

和
十
四
（
一
九
三
九
）
年

ま
で
十
一
期
、
四
十
四
年

に
わ
た
っ
て
村
長
を
務
め

た
と
い
う
。

　

当
時
の
村
長
は
選
挙
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
村

議
会
の
推
薦
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
制
度
は
現
在

と
異
な
る
と
は
い
え
、
当

時
と
し
て
も
驚
く
べ
き
こ

と
だ
ろ
う
。

　

鈴
木
左
内
は
、
村
長
と

し
て
農
事
改
良
の
先
頭
に

た
っ
た
が
、
出
来
た
作
物

の
販
路
拡
大
を
常
に
考
え

て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ

が
道
路
拡
張
工
事
へ
の
執

念
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、

「
道
路
村
長
さ
ん
」
と
い

う
愛
称
で
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
新
倉
氷
川
八

幡
神
社
境
内
の
正
面
向
か

っ
て
右
側
に
は
、
こ
の
時

の
記
録
が
三
期
に
分
け
て

記
さ
れ
た
記
念
碑
が
残
さ

れ
て
い
る
。

で
あ
る
。

　
「
浦
和
新
倉
道
」
と
は
、

南
を
通
る
川
越
街
道
（
も

ち
ろ
ん
旧
道
）
と
北
の
荒

川
を
結
ぶ
道
路
で
あ
る
。

道
路
の
呼
び
名
は
後
世
の

も
の
だ
が
、
道
は
江
戸
時

代
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
、

村
の
南
北
基
幹
道
路
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
だ

が
こ
の
道
は
、
は
ば
二
間

（
三
・
六
メ
ー
ト
ル
）
の
せ

ま
い
砂
利
道
で
、
し
か
も

険
し
い
坂
道
が
多
か
っ
た
。

　

当
時
、
市
域
で
は
東
京

へ
向
け
て
の
農
産
物
生
産

が
活
発
化
し
て
い
た
。
す

で
に
明
治
時
代
か
ら
、
新

倉
は
隣
村
の
白
子
と
と
も

　

大
正
三
（
一
九
一
四
）

年
五
月
一
日
、
池
袋―

田

面
沢
（
た
も
ざ
わ
。
現
川

越
市
駅
と
霞
ヶ
関
駅
の
間

の
地
、
大
正
五
年
廃
止
）

間
三
三
・
五
キ
ロ
の
東
上

鉄
道
（
の
ち
の
東
武
東

上
線
）
が
開
通
し
た
。
線

路
施
設
地
と
な
っ
た
白
子

村
・
新
倉
村
で
も
用
地
買

収
な
ど
に
協
力
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
、
こ
の
と
き

は
和
光
市
域
に
停
車
場
は

置
か
れ
な
か
っ
た
。

　

市
域
の
人
た
ち
は
、
東

京
方
面
に
行
く
と
き
は
成

増
ま
で
歩
き
、
川
越
方
面

に
出
か
け
る
と
き
は
膝
折

駅
ま
で
歩
い
て
東
上
線
を

利
用
し
た
。
当
時
、
周
囲

は
畑
や
林
ば
か
り
で
、
日

が
暮
れ
れ
ば
駅
ま
で
の
道

は
提
灯
（
ち
ょ
う
ち
ん
）

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
男
で
も
駅
ま
で
の
一

人
歩
き
は
気
味
が
わ
る
か

っ
た
と
い
う
。

　

そ
う
は
言
っ
て
も
、
東

上
線
が
通
る
以
前
、
東

京
に
行
く
に
は
、
市
域
北

東
端
の
芝
宮
河
岸
ま
で
出

て
、
渡
し
舟
で
荒
川
を
こ

え
、
そ
こ
か
ら
蕨
（
わ
ら

び
）
駅
（
明
治
二
十
六
＝

一
八
九
三
年
開
設
）
に
出

て
列
車
に
乗
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に

く
ら
べ
た
ら
大
変
便
利
に

な
っ
た
と
、
駅
は
置
か
れ

な
か
っ
た
も
の
の
、
東
上

線
開
通
は
好
感
を
も
っ
て

迎
え
ら
れ
た
よ
う
だ
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
時
の

停
車
場
は
、
池
袋
か
ら
下

板
橋
・
成
増
・
膝
折
（
ひ

ざ
お
り
。
現
朝
霞
駅
）・
志

木
・
鶴
瀬
・
上
福
岡
・
川

越
町
（
六
軒
町
。
現
川
越

市
駅
）
を
過
ぎ
て
田
面
沢

ま
で
で
あ
る
。
一
か
月
遅

れ
で
上
板
橋
と
新
河
岸
（
高

階
）が
開
業
し
た
。
単
線
で
、

ほ
ぼ
二
時
間
に
一
本
の
間

隔
で
運
行
さ
れ
、
池
袋
・

田
面
沢
間
を
お
よ
そ
一
時

間
十
五
分
で
結
ん
だ
。

　

鉄
道
の
開
通
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
時
代
は
近

代
化
に
向
か
っ
て
進
む
。

そ
の
根
幹
を
な
す
も
の
と

し
て
、
道
路
整
備
が
あ
げ

ら
れ
る
。
自
然
の
道
は
、

ど
こ
で
も
坂
の
上
り
下
り

が
激
し
い
。
と
く
に
、
南

に
台
地
を
も
ち
、
北
に
荒

川
流
域
の
低
地
を
も
つ
和

光
市
域
は
、
坂
道
が
多
い
。

東
京
と
の
出
入
り
口
で
あ

る
白
子
坂
で
も
改
修
工
事

が
急
が
れ
た
が
、
新
倉
で

も
い
く
つ
か
の
土
木
工
事

が
開
始
さ
れ
た
。
な
か
で

も
力
が
注
が
れ
た
の
は
「
浦

和
新
倉
道
」
の
拡
張
整
備

に
甘
藷
（
か
ん
し
ょ
）
栽

培
地
と
し
て
名
高
く
、
こ

れ
に
大
正
時
代
か
ら
本
格

化
し
た
牛
蒡
（
ご
ぼ
う
）

栽
培
で
名
を
は
せ
て
い
た
。

和
光
市
域
の
「
新
倉
牛
蒡
」

「
新
倉
藷
（
い
も
）」
そ
れ

に
「
白
子
人
参
（
に
ん
じ

ん
）」
は
、
生
産
地
の
名
を

冠
し
た
作
物
と
し
て
、
そ

の
名
を
ひ
ろ
く
知
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
農
作
物
を
大

八
車
や
リ
ヤ
カ
ー
に
の
せ
、

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
は
げ
し

い
「
浦
和
新
倉
道
」
を
通

る
こ
と
は
、
か
な
り
体
力

の
い
る
仕
事
で
あ
り
、
地

元
の
こ
と
ば
に
よ
れ
ば
「
せ

つ
ね
エ
」（
切
な
い
、
苦
し

い
）
こ
と
、
こ
の
上
も
な

か
っ
た
よ
う
だ
。

　　
「
浦
和
新
倉
道
」
は
、
川

越
街
道
か
ら
大
野
前
の

荒
川
流
域
ま
で
、
お
よ
そ

二
八
四
〇
メ
ー
ト
ル
に
お

よ
ぶ
道
で
あ
る
。
こ
の
幅

三
・
六
メ
ー
ト
ル
の
道
を

十
五
メ
ー
ト
ル
に
ひ
ろ
げ

る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

険
し
い
山
坂
を
削
っ
た
り

土
盛
り
し
た
り
し
て
、
出

き
る
だ
け
使
い
や
す
く

な
だ
ら
か
な
道
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
難
工

事
の
上
、
県
か
ら
の
補
助

金
も
少
な
く
、
地
権
者
の

理
解
も
得
に
く
い
部
分
も

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か

で
、
道
路
拡
張
整
備
工
事

は
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）

年
八
月
か
ら
昭
和
七

（
一
九
三
二
）
年
十
一
月
ま

で
、
三
期
に
分
け
て
開
始

さ
れ
た
。　

　

こ
の
工
事
の
中
心
と
な

っ
た
の
は
、
当
時
の
新
倉

村
長
、
鈴
木
左
内
で
あ
っ

た
。
鈴
木
家
は
江
戸
時
代

以
前
か
ら
つ
づ
く
家
で
、
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実
現
し
な
か
っ
た

停
車
場

せ
つ
ね
エ
坂
道

道
路
村
長
さ
ん
の
活
躍

新
倉
新
倉

れ
る
よ
う
に
、
時
代
は
近

新
倉

れ
る
よ
う
に
、
時
代
は
近

代
化
に
向
か
っ
て
進
む
。

新
倉

代
化
に
向
か
っ
て
進
む
。

そ
の
根
幹
を
な
す
も
の
と

新
倉

そ
の
根
幹
を
な
す
も
の
と

し
て
、
道
路
整
備
が
あ
げ

新
倉

し
て
、
道
路
整
備
が
あ
げ

ら
れ
る
。
自
然
の
道
は
、

新
倉

ら
れ
る
。
自
然
の
道
は
、

ど
こ
で
も
坂
の
上
り
下
り

新
倉

ど
こ
で
も
坂
の
上
り
下
り

が
激
し
い
。
と
く
に
、
南

新
倉

が
激
し
い
。
と
く
に
、
南

に
台
地
を
も
ち
、
北
に
荒

新
倉
に
台
地
を
も
ち
、
北
に
荒

川
流
域
の
低
地
を
も
つ
和

新
倉
川
流
域
の
低
地
を
も
つ
和

「
浦
和
新
倉
道
」
と

　
　
　
「
に
い
く
ら
駅
」

←

写
真
１　

旧
川
越
街
道
と
交

わ
る
「
浦
和
新
倉
道
」
は
こ

こ
か
ら
は
じ
ま
る
。

　

こ
の
道
は
延
長
さ
れ
、
新

川
越
街
道
（
国
道
２
５
４
）

を
横
切
る
。
さ
ら
に
右
折

し
た
の
ち
す
ぐ
左
手
は
、
市

民
文
化
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
ア

ゼ
リ
ア
」、
和
光
市
役
所
に

通
じ
て
い
る
。
新
倉
道
は
い

ま
和
光
市
駅
か
ら
市
政
の
中

枢
部
へ
の
動
脈
と
な
っ
て
い

る
。

写
真
２　

振
り
返
っ
て
和
光

市
駅
を
望
め
ば
、
右
に
和
光

郵
便
局
（
か
つ
て
は
鈴
木
左

門
氏
の
居
宅
）、
そ
の
向
か

い
は
現
在
の
鈴
木
家
の
居
宅

を
経
て
、「
う
け
ら
庵
」（
江

戸
時
代
の
文
人
が
多
く
立
ち

寄
っ
た
が
、
現
在
は
立
て
替

え
ら
れ
て
地
域
の
集
会
に
使

わ
れ
て
い
る
）
に
通
じ
て
い

る
。

写
真
３　
「
浦
和
新
倉
道
」

を
完
成
さ
せ
た
「
道
路
村

長
」
鈴
木
家
の
居
宅
は
、
か

つ
て
こ
の
和
光
郵
便
局
の

敷
地
に
建
っ
て
い
た
。
写

真
は
「
道
路
村
長
さ
ん
（
鈴

木
左
内―

そ
の
業
績
と
想
い

出
）」、
平
成
９
年
、
鈴
木

勲
二
発
行
、
さ
き
た
ま
出
版

会
よ
り
引
用
さ
せ
て
戴
き
ま

し
た
。

地
図
１(

右)　

和
光
市
の
「
湧
き
水
と
緑
地
マ
ッ
プ
」

よ
り
引
用
、
２
０
０
２
年
４
月
発
行
。

地
図
２
（
右
下
）　

航
空
写
真
（
昭
和
58
年
11
月
撮
影
）

／
空
か
ら
見
た
埼
玉
28
市
、
日
本
交
通
公
社
出
版
事
業

局
、
昭
和
59
年
発
行
（
東
京
外
環
自
動
車
道
は
未
だ
造

ら
れ
て
い
な
い
）。

地
図
３　

古
地
図
、

旧
地
理
調
査
所
発

行
、「
東
京
西
北
部
」

１
：
５
０
０
０
０　

白
地
図
、
明
治
42
年

測
量
、
昭
和
４
年
、

同
31
年
修
正
。

　

地
域
の
活
性
化
や
生
き
残
り
を
か
け
た
工
夫
と
闘

い
は
、
い
つ
の
時
代
に
も
必
要
な
こ
と
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
か
つ
て
和
光
市
域
の
西
側
を
占
め
て
い
た
新

倉
村
で
も
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
道
路
拡
張

整
備
を
核
に
そ
え
て
、
地
域
の
近
代
化
に
心
血
を
そ

そ
い
だ
人
物
が
い
た
。　

　
　

｢

道
路
村
長
さ
ん
」

―

こ
れ
が
住
民
か
ら
あ
た
え
ら
れ
た
愛
称
で
あ
る
。

郷土史家　安斎　達雄

その⑯

①

③

②

①

③ ②



　　

道
路
村
長
は
「
浦
和
新
倉

道
」
に
つ
い
て
、
た
ん
に
整

備
拡
充
工
事
の
完
成
だ
け

で
終
わ
り
と
考
え
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
新
倉
は
、

荒
川
に
よ
っ
て
県
庁
の
あ

る
浦
和
と
は
引
き
裂
か
れ

て
い
る
。
だ
か
ら
、
浦
和
新

倉
道
と
つ
な
が
る
荒
川
に
、

是
非
と
も
橋
を
か
け
た
い

と
の
強
い
構
想
が
あ
っ
た

よ
う
だ
。
こ
の
構
想
は
、
同

じ
プ
ラ
ン
で
実
現
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
東
上
線
を
停

車
さ
せ
る
駅
を
つ
く
り
た

い
と
の
構
想
は
、
昭
和
九

（
一
九
三
四
）
年
二
月
一
日

現
在
の
和
光
市
駅
周
辺
の
繁

栄
を
予
想
で
き
た
の
だ
ろ
う

か
。

　

東
上
線
の
和
光
市
駅
を

降
り
た
ら
、
線
路
沿
い
に
西

よ
り
（
朝
霞
よ
り
）
に
ほ
ん

の
少
し
行
く
と
ガ
ー
ド
に
で

る
。
こ
の
ガ
ー
ド
下
で
線
路

を
横
切
る
道
が
浦
和
新
倉
道

で
あ
る
。
こ
の
道
を
に
ぎ
や

か
な
南
方
向
に
行
く
と
旧
川

越
街
道
（
県
道
一
〇
九
号

線
）
に
で
る
。「
浦
和
新
倉

道
」
の
出
発
点
は
こ
こ
か
ら

だ
。

　

こ
の
道
を
東
上
線
の
ガ
ー

ド
方
向
（
北
）
に
戻
り
、
ガ

ー
ド
を
く
ぐ
り
、
道
な
り
に

今
の
朝
霞
市
と
和
光
市
の

あ
い
だ
近
く
か
ら
荒
川
に

合
流
し
て
い
た
。
だ
か
ら

江
戸
・
明
治
時
代
、
道
は

荒
川
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
た
。

現
在
の
よ
う
に
新
河
岸
川

が
荒
川
と
ほ
ぼ
並
行
し
て

岩
淵
（
東
京
都
北
区
）
ま

で
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
水
害
予
防
の
た
め
、

大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）

年
か
ら
昭
和
五
（
一
九
三

〇
）
年
ま
で
に
行
わ
れ
た
、

河
川
改
修
工
事
以
降
の
こ

と
で
あ
る
。

　　

こ
の
道
を
歩
い
て
い
る

と
、
人
々
が
鋭
意
つ
く
り

あ
げ
た
現
代
と
い
う
時
代

の
透
き
間
か
ら
、
土
地
と

融
合
し
て
残
る
歴
史
が
顔

を
出
し
て
く
る
。
時
代
を

変
え
よ
う
と
努
力
し
た
先

人
た
ち
の
努
力
の
結
晶
を

享
受
し
つ
つ
、
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
る
ヒ
ン

ト
を
あ
た
え
て
く
れ
そ
う

だ
。

（
本
稿
は
、
鈴
木
左
内
の
孫

の
代
に
あ
た
る
鈴
木
勲
二

氏
か
ら
う
か
が
っ
た
話
を

も
と
に
、
構
成
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。）
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浦
和
新
倉
道
を
歩
く

　

佐
藤
家
は
、
江
戸
時
代

の
中
頃
か
ら
菅
沢
村
（
い
ま

新
座
市
の
北
西
に
位
置
す
る

菅
沢
地
区
）
の
名
主
を
勤
め

た
。
茅
葺
き
、
寄
棟
（
よ
せ

む
ね
）
造
り
の
母
家
は
天

保
十
年
（
１
８
３
９
）、
古

文
書
を
所
蔵
す
る
土
蔵
は
同

十
五
年
に
建
築
さ
れ
た
。
さ

ら
に
屋
敷
林
を
加
え
て
、
江

戸
時
代
後
期
の
景
観
を
い
ま

に
残
し
て
い
る
。

　

新
座
市
内
に
は
、
か
つ

て
多
く
の
古
民
家
、
屋
敷
林

が
残
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し

急
速
な
都
市
化
の
波
に
洗
わ

れ
、
往
時
の
屋
敷
は
立
て
替

え
ら
れ
、
伝
統
的
な
屋
敷
林

や
母
家
の
多
く
は
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
。

　

菅
沢
の
佐
藤
家

―

新
座
市
域
の
貴
重
な
民
家―

跡
見
学
園
キ
ャ
ン
パ
ス
の
発
掘　

　
「
西
上
遺
跡
」

に
い
く
ら
駅
の
開
業

　

い
ま
の
志
木
街
道
は
か

つ
て
「
奥
州
道
」
と
呼
ば

れ
、
江
戸
時
代
に
は
、
甲

州
街
道
と
日
光
街
道
を
結

ぶ
バ
イ
パ
ス
の
役
目
を
も

ち
、
大
名
も
往
来
し
た
往

還
で
あ
っ
た
。
佐
藤
家（
当

主
は
善
信
氏
）
は
、
こ
の

往
還
に
面
し
て
い
て
、
優

し
い
茅
葺
き
の
屋
根
は
、

←

り
、
そ
の
面
影
の
一
端
を

し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

す
ぐ
先
の
左
側
に
「
柿

ノ
木
坂
児
童
公
園
」
が
あ

る
。
こ
の
公
園
の
中
を
お

り
て
い
く
と
、
道
を
ト
ン

ネ
ル
で
横
断
し
て
谷
中
（
や

な
か
）
川
が
流
れ
て
い
る
。

谷
中
川
が
台
地
を
侵
食
し
、

深
い
河
谷
底
を
つ
く
っ
て

い
る
こ
と
が
、
周
囲
の
風

景
か
ら
も
見
て
と
れ
る
。

こ
の
辺
り
は
大
変
な
難
工

事
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
す
ぐ
先
、
左
奥
に

は
東
林
寺
が
あ
る
。
一
般

に
は
「
峯
の
薬
師
」
と
よ

ば
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
、
と
く
に
眼
病
に
効
験

が
あ
る
と
い
う
。
境
内
の

宮
殿
型
石
造
物
に
は
奉
納

者
と
し
て
牛
の
講
中
（
こ

う
ち
ゅ
う
／
信
心
す
る
グ

ル
ー
プ
の
こ
と
）
が
建
て

た
碑
と
い
う
文
字
が
彫
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
坂
道
を
、

牛
を
引
い
て
荷
物
輸
送
に

あ
た
っ
た
人
た
ち
が
い
た

こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

　

道
は
、
新
倉
小
学
校
を

右
手
に
見
な
が
ら
下
が
り
、

坂
下
に
い
た
る
。
坂
道
は

こ
の
辺
り
で
お
わ
り
、
あ

と
は
平
ら
な
低
地
が
つ
づ

く
。
周
囲
は
畑
で
、
そ
の

中
に
廃
材
業
、
輸
送
業
、

鉄
鋼
業
な
ど
の
建
物
が
気

ま
ま
な
感
じ
で
た
ち
な
ら

ぶ
。
さ
ら
に
進
ん
で
大
野

前
通
り
に
は
い
る
と
、
道

は
真
っ
直
ぐ
に
新
河
岸
川

に
ぶ
つ
か
る
。
こ
こ
が
「
浦

和
新
倉
道
」
の
終
着
点
で

あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
そ
の
昔
、

新
河
岸
川
は
や
や
上
流
の

に
実
現
さ
れ
た
。
東
上
線

の
開
通
か
ら
十
五
年
後
の

こ
と
で
あ
る
。
駅
名
は「
に

い
く
ら
」。
駅
舎
は
、「
浦

和
新
倉
道
」
が
東
上
線
の

線
路
と
交
差
す
る
位
置
に

つ
く
ら
れ
た
。
現
在
の「
和

光
市
駅
」
の
す
ぐ
朝
霞
寄

り
に
あ
る
ガ
ー
ド
近
辺
が

そ
の
位
置
に
あ
た
る
。
駅

名
は
そ
の
後
「
新
倉
」、「
大

和
町
」、「
和
光
市
」
と
変

え
ら
れ
た
。
駅
舎
は
地
下

鉄
新
木
場
線
の
乗
り
入
れ

時
に
や
や
東
寄
り
（
成
増

寄
り
）
に
移
動
さ
れ
た
。

　

現
在
の
和
光
市
駅
の

「
駅
前
通
り
」
は
、
か
つ

て
の
「
浦
和
新
倉
道
」
の

一
部
で
あ
る
。「
道
路
村

長
さ
ん
」
鈴
木
左
内
は
、

す
す
む
と
、
や
が
て
地
下

を
通
る
東
京
外
環
自
動
車

道
の
上
に
で
る
。
そ
の
ま

ま
外
環
道
に
そ
っ
て
手
前

を
左
に
進
み
、
つ
ぎ
の
道

で
外
環
道
を
こ
え
て
直
進

す
る
。
外
環
道
の
地
上
フ

ェ
ン
ス
が
な
け
れ
ば
、
ほ

ぼ
真
っ
す
ぐ
の
道
で
あ
る
。

こ
の
道
が
浦
和
新
倉
道
の

つ
づ
き
の
道
で
あ
り
、
坂

を
部
分
的
に
上
っ
た
り
下

っ
た
り
し
な
が
ら
も
、
基

本
的
に
は
台
地
か
ら
低
地

に
向
か
っ
て
下
り
て
い
く
。

　

台
地
か
ら
低
地
に
か
わ

る
傾
斜
面
に
は
、
た
く
さ

ん
の
湧
水
が
あ
っ
た
に
ち

が
い
な
い
。
い
ま
渡
っ
て

き
た
信
号
の
後
方
に
は
「
柿

ノ
木
坂
湧
水
公
園
」
が
あ

　

こ
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

の
建
設
工
事
の
さ
い
、
グ

ラ
ン
ド
ほ
か
二
地
点
を
発

掘
調
査
し
た
結
果
、
縄
文

時
代
の
住
居
跡
な
ど
が
発

見
さ
れ
、
ま
た
時
代
は
下

り
、
古
墳
時
代
、
平
安
時

代
の
土
器
、
瓦
な
ど
も
出

土
し
た
。

　

新
座
市
域
の
貴
重
な
遺

跡
の
一
つ
、「
西
上
遺
跡
」

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。

跡
見
学
園　

写
真
１

英
橋
（
は
な
ぶ
さ
ば
し
）
を
越

え
、
急
な
坂
を
登
る
。
跡
見
学

園
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
左
手
の
崖

の
上
に
立
地
し
て
い
る
。

写
真
２　

正
面
入
口
は
激
し
い

交
通
路
の
川
越
街
道
に
面
し
て

い
て
、
通
学
の
た
め
の
バ
ス
は

し
ば
し
ば
立
ち
往
生
す
る
。

写
真
４　

和
光
市
駅
に
近
づ
く

と
、
激
し
く
変
貌
し
た
街
の
息

吹
が
漂
う
。
モ
ダ
ン
な
ま
ち
づ

く
り
が
進
む
。「
浦
和
新
倉
道
」

は
、
自
動
車
が
ひ
し
め
く
東
上

線
の
ガ
ー
ド
下
を
く
ぐ
る
。
か

つ
て
「
新
倉
駅
」
は
こ
の
辺
に

あ
っ
た
が
、
い
ま
の
和
光
市
駅

は
池
袋
寄
り
に
移
動
し
て
い
る
。

写
真
５　

東
京
外
環
自
動
車
道

を
横
切
っ
て
進
む
と
、
急
勾
配

だ
っ
た
崖
線
を
下
っ
て
ゆ
く
。

「
浦
和
新
倉
道
」
は
し
か
し
盛

り
土
に
よ
っ
て
な
だ
ら
か
に
さ

れ
、
か
つ
て
の
「
せ
つ
ね
エ
坂

道
」
は
、
和
光
高
校
に
向
か
っ

て
バ
ス
が
通
う
大
通
り
と
な
り
、

そ
の
先
の
切
り
通
し
を
越
え
て

ゆ
く
。
右
手
の
丘
の
上
は
「
新

倉
小
学
校
」
が
、
ま
た
左
手
の

丘
の
上
は
「
東
林
寺
」
が
占
有

す
る
。
振
り
返
る
と
新
倉
小
の

丘
の
下
側
は
モ
ダ
ン
な
住
宅
地
、

こ
こ
を
谷
中
川
が
流
れ
る
。

　

跡
見
学
園
は
東
京
都
文

京
区
に
設
立
さ
れ
、
女
子

教
育
の
名
門
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
が
、
昭
和
40

（
１
９
６
５
）
年
、
新
座

市
中
野
一
丁
目
、
柳
瀬
川

左
岸
の
所
沢
台
地
の
縁
辺

部
に
土
地
を
取
得
し
て
新

キ
ャ
ン
パ
ス
を
建
設
、
四

年
制
大
学
と
し
て
新
し
い

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

従
来
の
学
部
に
加
え
、

昨
今
で
は
経
営
を
目
指
し

た
新
学
部
「
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
部
」
を
設
置
し
て
、

社
会
的
な
貢
献
を
目
指
す

教
育
へ
の
意
気
込
み
が
見

え
て
き
た
。

写
真
６　

バ
ス
通
り
を
潜
っ
て

道
を
越
え
た
谷
中
川
の
上
の
丘

に
は
、
柿
ノ
木
坂
児
童
公
園
が

あ
る
。
そ
の
背
景
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
周
囲
を
威
圧
す
る
よ

う
な
白
い
高
層
外
環
道
路
の
ト

ン
ネ
ル
だ
。

写
真
７　

左
手
の
「
東
林
寺
」

の
丘
の
北
側
を
し
ば
ら
く
行
く

と
、
新
倉
氷
川
八
幡
神
社
に
着

く
。
社
殿
の
右
手
に
、
３
回
に

わ
た
る
「
浦
和
新
倉
道
」
完
工

を
祝
う
三
段
重
ね
の
記
念
碑
が

建
つ
。　

こ
の
道
を
通
行
す
る
人
々

の
目
を
い
ま
も
和
ま
せ
ず

に
は
お
か
な
い
。

写
真
１　

佐
藤
善
信
家

の
屋
敷
構
え

写
真
２　

母
家
の
断
面

図写
真
３　

同
土
蔵

記
事
、
写
真
２
・
３
は
、

新
座
市
教
育
委
員
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
引

用
し
ま
し
た
）

④

⑤ ⑥

⑦

①

②

①

②③
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朝
霞
市
役
所
で
イ
ン

タ
ー
ン
の
学
生
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

　マザーグースには早口言葉（tongue twister）やなぞなぞ（riddle）もあります。

　有名なものに、「彼女」と「海」の区別をつけるために

She sells sea shells by the sea shore.

The shells she sells are surely seashells.

So if she sells shells on the seashore,

I'm sure she sells seashore shells.

　マザーグースmother goose をキーワードにホームページを探索してみて下さい。

音符やイラストを伴った多数の楽しいコンテンツと出会えます。

―

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い

る
ん
で
す
か
？

〇
生
涯
学
習
課
で
は
、
生

涯
学
習
便
り
の
編
集
や
お

届
け
講
座
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
、
文
化
財
の
見
学
、
古

墳
へ
行
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
に
混
じ
っ
て
作
業
着

で
草
む
し
り
を
し
た
り
、

遺
跡
で
発
掘
現
場
の
見
学

や
発
掘
さ
れ
た
土
器
の
仕

分
け
作
業
の
お
手
伝
い
を

し
ま
し
た
。

〇
秘
書
広
報
課
で
は
、
広

報
の
校
正
、
庁
内
広
報
の

作
成(

イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い

て
の
コ
ー
ナ
ー)

〇
職
員
課
で
は
新
規
採
用

職
員
の
講
義
用
の
資
料
を

作
成
し
、
講
義
を
さ
れ
る

講
師
の
送
迎
な
ど
。

　

ま
た
、
各
種
台
帳
や
書

類
の
作
成
。

　彼女は浜辺で海の貝を売る

　彼女が売る貝は海の貝に違いない

　だから彼女が浜辺で貝を売るときは

　その貝は海の貝に違いない、きっと

「トゥィンクル、トゥィンクル、リトルスター、アイワンダー･･･」ではじまる「きらきら星」の歌を
子供のころ歌ったことを覚えていますか。
これらは「マザーグース」と呼ばれる童謡で、英語圏では nursery rhymes と呼ばれ、
子供も大人も親しんでいる歌です。
英語を学ぶとき、発音、リズムは非常に大切です。
英語らしい発音で「マザーグース」を歌ってみましょう（編集部訳）。

マザーグ―スで英語を学ぶ

Twinkle, twinkle, little star

Twinkle, twinkle, little star,

How I wonder what you are !

Up above the world so high,

Like a diamond in the sky.

When the blazing sun is gone,

When he nothing shines upon,

Then you show your little light,

Twinkle, twinkle, all the night.

Then the traveller in the dark,

Thanks you for your tiny spark,

He could not see which way to go,

If you did not twinkle so.

 

　キラキラ光る小さなお星さま

　お前は一体なんなーの？

　空の高いところでまるで

　ダイヤモンドのように輝いてる

　

　まっ赤に燃える太陽が沈むと

　輝くものはもう無くなる

　そのとき小さな明かりを灯して

　キラキラ夜の間中輝いている

　暗い闇の中を往く旅人は

　お前の小さな光に感謝するのだ

　もしお前が光らなかったら

　どっちに往くべきか分らなくなるのだから

London Bridge

London Bridge is falling down,

Falling down, falling down,

London Bridge is falling down,

My fair lady.

Build it up with wood and clay,

Wood and clay, wood and clay,

Build it up with wood and clay,

My fair lady.

Wood and clay will wash away,

Wash away, wash away,

Wood and clay will wash away,

My fair lady.

 

　各節の最後で繰り返される My fair lady 

は、むかしの女性の恋人に向かって呼びか

けるときに使った。

　木と粘土で作ろうよ

　木と粘土で、木と粘土で

　木と粘土で作ろうよ

　きれいな娘よ

　木と粘土は川の水で流れてしまう

　川の水で流される、流されてしまう

　木と粘土は川の水で流れてしまう

　きれいな娘よ

　「ロンドン橋落ちた、落ちた、落ちた、ロンドン橋落ちた･･･」

を歌ったことも懐しく思い出すでしょう。

　
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

を
ご
存
知
で
す
か
？

　

学
生
が
在
学
中
に
自
ら
の

専
攻
・
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に

関
連
し
た
就
業
体
験
を
行
う

こ
と
、
一
般
企
業
に
一
定
期

間
社
員
と
し
て
働
く
こ
と
を

指
す
。
基
本
的
に
無
償
で
、

仕
事
の
内
容
は
受
入
先
の
企

業
に
よ
っ
て
は
社
員
と
同
じ

仕
事
を
与
え
ら
れ
る
と
こ
ろ

も
あ
れ
ば
、
職
場
の
見
学
、

サ
ポ
ー
ト
が
主
な
も
の
ま
で

様
々
で
あ
る
。

　

で
は
な
ぜ
今
こ
ん
な
に

も
イ
ン
タ
ー
ン
と
い
う
制

度
が
注
目
さ
れ
て
い
る
か

と
い
う
と
、
ま
ず
学
生
が

社
会
と
い
う
も
の
を
実
際

に
体
験
す
る
た
め
で
あ
る
。

た
と
え
学
生
時
代
に
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
て
い
た
と
し

て
も
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
正

社
員
で
は
仕
事
の
内
容
も

を
設
立
し
、
共
同
住
宅
、

共
同
店
舗
を
つ
く
る
と

い
っ
た
プ
ラ
ン
も
浮
か
ん

で
き
ま
す
が
、
目
の
黒
い

う
ち
に
出
来
る
か
な
ー
、

と
案
ず
る
方
は
少
な
く
な

い
の
で
す
」。

　

そ
し
て
我
々
が
こ
の
道

路
拡
幅
工
事
に
期
待
し
て

い
る
こ
と
は
、
近
年
資
金

不
足
で
中
止
を
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
い
ろ
は
橋
の

花
火
大
会
と
七
夕
祭
り
の

復
活
で
す
。
こ
う
い
っ
た

イ
ベ
ン
ト
を
近
隣
の
商
工

会
と
協
力
し
て
行
い
、
昔

の
よ
う
な
賑
わ
い
を
取
り

戻
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

安
心
し
て
買
い
物
が
で
き

る
商
店
街
に
な
る
よ
う
、

こ
の
工
事
に
期
待
す
る
も

の
は
大
き
い
の
で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／

　
　
　
　
　
　

舘
腰 

梢
）

志
木
市
商
工
会
の

清
水
良
介
氏
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

本
紙
一
面
の
道
路
拡
幅

計
画
で
は
、
志
木
市
商
工

会
傘
下
の
各
商
店
会
が
促

進
委
員
会
を
つ
く
っ
て
実

現
を
目
指
し
た
。
こ
こ
で

は
商
工
会
の
副
会
長
、
清

水
さ
ん
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
て
、
地
元
の
熱
い
思
い

を
語
っ
て
戴
い
た
。

　
「
こ
の
道
路
は
、
二
、三

年
前
に
信
号
機
を
変
え
て

か
ら
ひ
ど
く
混
み
合
う
よ

う
に
な
り
、
お
客
さ
ん
は

来
づ
ら
く
な
っ
た
。
お
客

さ
ん
の
足
が
遠
く
な
る
の

は
商
店
に
と
っ
て
の
死
活

問
題
で
す
。
そ
こ
で
商
店

街
の
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
を
配
っ
て
意
見
を
聞

き
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、

道
路
拡
張
計
画
を
希
望
す

る
声
が
大
き
い
こ
と
が
分

か
り
、
計
画
実
行
の
力
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
工

事
の
た
め
、
土
地
が
無
く

な
り
、
店
の
営
業
が
で
き

な
く
な
っ
た
り
、
住
む
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
方
も

出
て
き
ま
す
。
例
え
ば
補

助
金
を
受
け
て
協
同
組
合

―

困
っ
た
こ
と
は
？

市
役
所
の
職
員
が
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

草
む
し
り
や
石
拾
い
を
す

る
な
ん
て
驚
い
た
。

　

帰
り
際
や
ち
ょ
っ
と
し

た
場
面
で
あ
い
さ
つ
の
仕

方
が
分
か
ら
な
く
て
困
っ

た
。

　

言
葉
遣
い
や
身
だ
し
な

み
に
気
を
使
う
。
で
も
も

う
ス
ー
ツ
に
は
馴
れ
ま
し

た
。

―

感
想
は
？

　

初
日
は
お
堅
い
雰
囲
気

に
緊
張
し
た
け
れ
ど
、
み

ん
な
い
い
人
ば
か
り
で
ア

ッ
ト
ホ―

ム
な
職
場
だ
っ

た
。
し
か
し
オ
フ
ィ
ス
ワ

ー
ク
ば
か
り
だ
と
思
っ
て

い
た
の
に
、
作
業
着
に
着

替
え
て
草
む
し
り
や
野
菜

に
水
を
や
っ
た
り
、
一
言

で
市
役
所
と
い
っ
て
も
非

常
に
多
く
の
仕
事
を
す
る

の
に
び
っ
く
り
し
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／

　
　
　
　
　
　

舘
腰 

梢
）

責
任
も
人
間
関
係
の
複
雑
さ

ま
で
全
く
訳
が
違
う
。
自
分

自
身
が
企
業
の
仕
事
を
知
る

こ
と
で
就
職
に
対
し
て
の
甘

い
考
え
を
痛
感
し
、
学
校
の

勉
強
以
外
に
も
真
剣
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
就
職
の
前
に
仮
入

社
す
る
こ
と
で
、
仕
事
の
実

情
を
知
り
、
理
想
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
で
離
職
す
る
危
険

性
を
回
避
す
る
こ
と
が
出
来

る
。（
朝
日
新
聞
、
８
月
22

日
朝
刊
の
記
事
を
参
考
に
し

ま
し
た
）。

◇　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン

(

意
見
／
考
え)

」
を
募
集

し
ま
す
。

℡
０
９
０
‐
３
０
４
８

‐
５
５
０
２

編
集　

原
宛
に
ど
う
ぞ

活発化している
「インターンシップ」

特
定
非
営
利
活
動
法
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　言うまでもなく、いまや英語は国際的なコミュニケーションに欠かせないものです。

　ところが、英語を学ぶのは受験勉強のためという、わが国の特別な事情はまだ変わっ

てはいません。受験のために英語の教育を幼児からはじめよう、小学校からカリキュ

ラムに取り入れよう、あるいは留学して、早くから英語を勉強する、覚えさせようと

の声は大きくなるばかりです。英語を検定の一科目として、また技能として捉えるこ

ともあるのですが、このような現在の英語教育は正しい姿と言えるのでしょうか。

　英語をコミュニケーションの手段として位置づけ、言語が日常使われる社会の習慣、

文化を考える時、英語圏、特にその中核となる英国文化に親しみつつ英語を身につけ

ることは、きわめて適切な方法なのです。会話は英語であれ日本語であれ、人と人と

をつなぐコミュニケーションのためのものです。

　意志や心情、そして文化の交流にあることを忘れるべきではないでしょう。


